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口腔ケアの主な効果

口腔ケアと医療費削減の関係 健康寿命とは？
健康寿命とは、介護を受けたり、寝たきりに
なったりせず、日常生活を送ることができる期
間を示すものであり、厚生労働省の発表では
男性で７２．６８歳、女性で７５．３８歳となって
おります。
平均寿命との差
令和元年の平均寿命は男性で８１．４１歳、女
性で８７．４５歳であり、健康寿命との差は男
性で約９歳、女性で約１２歳と、差が生じてお
ります。
習志野市の医療費
習志野市では現在、一人当たりの年間医療
費は約３２万円となっており、直近の４年間で
１２．８％増加しており、年間医療費総額も約
１１５億円となっています。（平成２８年度）

多くの科学的な調査の結果、歯周病が糖尿
病、脳梗塞、心筋梗塞またガンのリスクを高
めることが判明しております。
また自分の歯が多く残っている人ほど寿命や
健康寿命も長く、認知症や寝たきりになりにく
く、介護度も低いことがわかっています。
少子超高齢化社会に突入し、国の医療費が
毎年１兆円ずつ増え続けている中、今後も安
心して持続可能な医療、介護サービスを実施
するためには、「お口の健康」が重要となって
きます。
習志野市でも歯科医師会等と連携し、様々な
施策を行っておりますが、人生１００年時代と
言われる昨今、誰もが健康で光り輝くために
は健康寿命の延伸、ひいては医療費削減の
ための口腔ケア施策の充実が必須です。



習志野市は平成２５年４月に、「習志野市からだ・心・歯の健康づくりを推進し、地域社会全体で個人の健康を支え
守るための社会環境の整備に取り組むまちづくり条例」、通称「健康なまちづくり条例」を施行しております。
他の自治体でも同様の条例を施行しておりますが、歯の健康づくりを条例に明記している市は珍しいです。

この条例でも、歯及び口腔の健康づくりの推進を図るため、生涯にわたるむし歯、歯周疾患等の予防並びに口腔
機能の維持及び向上のために必要な事業並びに知識の普及、啓発に関する施策を実施することと規定しておりま
す。

具体的な取り組みとしては、乳幼児期から学齢期までは、健康相談、健康教育、歯科健診等を実施しており、成人
及び高齢期には歯科健診の他、口腔機能向上のための健康相談、お口の安心健康チェック等を実施しています。
また小中学生に対して、永久歯のむし歯予防のためのフッ化物洗口事業を実施しております。
しかしながら、他市に比べ圧倒的に受診率が低く、その要因としては対象者に対する個別通知があげられます。

習志野市では未受診者に対し、はがきによる受診勧奨を実施してまいりますが、今後全対象者への個別通知を実
施していくべきだと考えます。

個別通知をした場合の効果は上記の表を見ても明らかとなっており、習志野市の制度として８０歳までの健診を実
施している以上、更に受診率の向上を図っていくべきです。

誰もがいつまでも活躍できる社会を目指すため、自立的都市経営の推進の一助として、歯科健診の受診率向上は
必須です。今後も個別通知の導入を目指し、引き続き活動してまいります。

受診率向上に向けた取組み

習志野市の歯科健診の状況を比較します
と、未受診者勧奨の前後において最大４
～５倍の差が生じております。

個人で定期的に歯科医にかかっている方
もおりますので一概にはいえませんが、
圧倒的に受診率が低くなっております。

上記の表からもわかるように、お口の健
康を保つことは、健康寿命の延伸、医療
費の削減につながります。

香川県の調査では、歯の健診をしている
高齢者は健診を受けていない高齢者と比
べ年間１０～１５万円程度医療費が安くな
っています。日頃の、また若いうちからの
口の健康づくりが重要です。
※←７６歳は県の広域健診事業

習志野市の歯科健診の状況

対象
受診率
（勧奨前）

受診率
（勧奨後）

４０・５０・６０歳 1.1% 5.7%

６５歳 3.8%

７０歳 2.4% 8.4%

７６歳※ 14.3%

８０歳 2.8%
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